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改訂：2025年 8月 5日,

新機能および変更された機能

次の表は、最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまでの変更点や新機能の一部

は表に記載されていません。

表 1 :新機能： Cisco APIC

説明機能Cisco APICリリースバージョン

このガイドは、Cisco ACIと
SDWANの統合のために作成さ
れました。

SDWAN機能を備えた外部デ
バイスマネージャとして

SDWANコントローラを構成
するためのサポートが追加

されました。

リリース 4.1(1i)

詳細については、「SDWAN統

合について」を参照してくださ

い。

ACIデータセンタ宛てのリ
バーストラフィックが、

WAN経由で差別化された
サービスを受信できるよう

にするためのサポートを提

供します。

リリース 4.2(1)

SDWAN統合
Cisco ACIリリース 4.1(1i)では、WAN SLAポリシーのサポートが追加されています。この機能を使用すると、テナン
ト管理者は事前構成されたポリシーを適用して、WAN経由のテナントトラフィックのパケット損失、ジッター、およ
び遅延時間のレベルを指定できます。WAN SLAポリシーをテナントトラフィックに適用すると、Cisco APICは事前
設定されたポリシーを vManageコントローラに送信します。Cisco Software-Defined Wide Area Network (SDWAN)機能
を提供する外部デバイスマネージャとして構成されている vManageコントローラは、SLAポリシーで指定された損
失、ジッター、および遅延パラメータを満たす最適なWANリンクを選択します。

契約を通じてテナントトラフィックにWAN SLAポリシーを適用します。WAN SLAポリシーを適用する前に、まず
vManageコントローラと Cisco APIC間の接続を確立する必要があります。

•事前構成されたWAN SLAポリシーは 4つあります。

•事前構成されたWAN SLAポリシーの損失、遅延、およびジッターパラメータ値は、vManageから変更で
きます。詳細については、『ポリシー構成ガイド』を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/tsd-products-support-series-home.html
• Cisco APIC GUI、CLI、または REST APIを使用して、WAN SLAポリシーを適用します。

（注）
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Cisco APICリリース 4.2(1)では、ACIデータセンター宛てのリモートサイトからのリターントラフィックを有効にし
て、WAN経由で差別化されたサービスを受信できるようにするためのサポートが追加されています。テナント管理者
が Cisco APICを vManageに登録すると、Cisco APICはWAN-SLAポリシーとWAN-VPNを vManageからプルします。
次に、Cisco APICは DSCPを各WAN-SLAポリシーに割り当て、プレフィックスリストをプッシュします。この EPG
と L3Out間の契約にWAN-SLAが構成されている場合、EPGから取得されるプレフィックスリストにより、リターン
トラフィックのサービス品質が有効になります。WAN-SLAポリシーとWAN-VPNは、どちらもテナントコモンで使
用できます。テナント管理者は、WAN-VPNをリモートサイトの VRFにマッピングします。

EPGでサブネットプレフィックスを設定すると、Cisco APICはサブネットプレフィックスをプッシュします。
EPGでサブネットとホストプレフィックスを構成すると、Cisco APICはサブネットプレフィックスのみをプッ
シュします。

（注）

このドキュメントでは、Cisco APIC GUI、CLI、および REST APIを使用して、既存の vManageコントローラを Cisco
APICに接続し、事前構成されたWAN SLAポリシーを適用し、VPNを使用してリモートサイトで VRFをマッピング
する方法について説明します。vManageコントローラの設定については、『ポリシー構成ガイド』の「CiscoXESD-WAN

ルータと Cisco ACIの統合」の章を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/
tsd-products-support-series-home.html

図 1 : ACI-SDWANプラットフォームのエコシステム

Cisco APIC GUIを使用した vManageコントローラへの接続とWAN
SLAポリシーの適用

Cisco APIC GUIを使用した vManageコントローラに接続する
このタスクでは、SDWANコントローラ（vManageコントローラ）をCiscoAPICに接続する方法について説明します。

始める前に

vManageコントローラはすでに構成されています。詳細については、『ポリシー構成ガイド』の「Cisco XE SD-WAN

ルータと Cisco ACIの統合」の章を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/
tsd-products-support-series-home.html
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手順

ステップ 1 メニューバーで、[統合（Integrations）] > [グループの作成（Create Group）]を選択します。

[統合グループの作成（Create Integrations Group）]ダイアログが表示されます。

ステップ 2 [統合グループの作成（Create Integrations Group）]ダイアログに適切な値を入力します。

（注）

各フィールドの説明については、[統合グループの作成（Create Integrations Group）]ダイアログの右上隅
にあるヘルプ・アイコン（?）をクリックしてください。

ステップ 3 [送信（Submit）]をクリックします。

これで、[統合（Integrations）]ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、統合グループの名前が
サマリーテーブルの行として表示されます。

ステップ 4 作成したグループの名前を含むサマリーテーブルの行をクリックします。

[作業（Work）]ペインに [統合グループ（Integration Groups）]ウィンドウが表示され、[ナビゲーション
（Navigation）]ペインのグループアイコンの下に、UCSMおよび vManageアイコンがサブノードとして
表示されます。

ステップ 5 [vManage]を右クリックし、[統合マネージャの作成（Create Integration Manager）]を選択します。

[統合の作成（Create Integration）]ダイアログが表示されます。

ステップ 6 [統合の作成（Create Integration）]ダイアログフィールドに適切な値を入力します。

（注）

各フィールドの説明については、[統合の作成（Create Integration）]ダイアログの右上隅にあるヘルプア
イコン（?）をクリックしてください。

ステップ 7 完了したら [送信（Submit）]をクリックします。

[統合（Integrations）]ウィンドウに戻ります。

次のタスク

SDWANコントローラの構成が成功したことを確認します。

Cisco APIC GUIを使用して vManageコントローラが接続されていることを確認する
このセクションでは、Cisco APICGUIを使用して、SDWANコントローラ（vManageコントローラ）接続が成功したこ
とを確認する方法について説明します。

始める前に

最初に vManageコントローラを構成し、Cisco APICへの接続を確立する必要があります。
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Cisco APIC GUIを使用して Cisco APICと vManageコントローラ間の接続を確立する方法については、Cisco APIC GUI
を使用した vManageコントローラに接続する（3ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[統合（Integrations）]を選択します。

以前に作成した統合グループの名前がサブタブとして表示されます。

ステップ 2 確認したい SDWANコントローラ構成を持つグループの名前をクリックします。

グループは、[ナビゲーション（Navigation）]ペインにアイコンとして表示されます。

ステップ 3 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、グループ名ノードアイコンを展開します。

[ナビゲーション（Navigation）]ペインに UCSMおよび vManageアイコンが表示されます。

ステップ 4 [vManage]アイコンを展開します。

[ナビゲーション（Navigation）]ペインに [Integration_Name]ノードが表示されます。

ステップ 5 [Integration_Name]ノードをクリックします。

[作業（Work）]ペインに [統合（Integration）]ウィンドウが表示され、[システム情報（System Info）]、
[ポリシー（Policy）]、[障害（Faults）]、および [履歴（History）]タブが表示されます。

ステップ 6 [システム情報（System Info）]タブをクリックします。

[システム情報（SystemInfo）]プロパティが [作業（Work）]ペインに表示されます。[ステータス（Status）]
フィールドには、SDWAN構成が成功したか、失敗したかを示すメッセージが含まれています。構成が成
功すると、パートナー IDプロパティにも値が設定されます。

次のタスク

まだ指定されていない場合は、WAN SLAポリシーをテナント EPGトラフィックと L3Outの間に関連付けられた契約
に関連付けます。詳細については、「Cisco APIC GUIを使用してWAN SLAポリシーを契約に関連付ける（5ペー
ジ）」を参照してください。

Cisco APIC GUIを使用してWAN SLAポリシーを契約に関連付ける
このセクションでは、Cisco APIC GUIを使用して、事前構成されたWAN SLAポリシーを契約に関連付ける方法につ
いて説明します。

事前構成されたWAN SLAポリシーに関連付ける契約は、「テナント EPGと L3Outで定義された外部 EPGの間
で関連付ける必要があります。

（注）
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始める前に

まず、対象との契約を作成する必要があります。契約作成の詳細については、『CiscoAPIC基本構成ガイド』を参照し
てください。

手順

ステップ 1 メニューバーで、操作する [テナント（Tenant）]とテナント名を選択します。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[tenant-name]および [契約（Contracts）] > [標準（Standard）]
を展開します。

標準契約が [ナビゲーション（Navigation）]ペインに表示されます。

ステップ 3 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、SDWANコントローラーに関連付ける契約を展開します。

契約の件名が [ナビゲーション（Navigation）]ペインに表示されます。

ステップ 4 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、件名のアイコンをクリックします。

[作業（Work）]ペインに [契約件名（Contract Subject）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [WAN SLAポリシー（WAN SLA Policy）]ドロップダウン矢印をクリックして、ポリシーを選択します。

ステップ 6 [QoS優先度（QoS Priority）]の値が [未指定（Unspecified）]に設定されている場合は、[QoS優先度（QoS
Priority）]ドロップダウン矢印をクリックしてレベルを選択します。

（注）

[QoS優先度（QoS Priority）]の値は、[未指定（Unspecified）]以外の値に設定する必要があります。[QoS
優先度（QoS Priority）]の値が [未指定（Unspecified）]に設定されている場合、WAN SLAポリシーは機
能しません。

GUIを使用してWAN VPNをテナント VRFと一致させる
このタスクは、GUIを使用してWAN VPNをテナント VRFに一致させる方法を示しています。

手順

ステップ 1 メニューバーで、操作する [テナント（Tenant）]とテナント名を選択します。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、[tenant-name]および [ネットワーキング（Networking）]> [VRF]
を展開します。

設定された VRFが [ナビゲーション（Navigation）]ペインに表示されます。

ステップ 3 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、WAN VPNと一致する VRFをクリックします。

[作業（Work）]ペインに [ポリシー（Policy）]タブが表示されます。
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ステップ 4 [ポリシー（Policy）]タブをクリックします。

ベース EPGのプロパティが [作業（Work）]ウィンドウに表示されます。

ステップ 5 [WAN VPN]ドロップダウン矢印をクリックして、VPNを選択します。

（注）

VPNオプションは、ドロップダウンメニューに数字のリストとして表示されます。メニューに表示される
VPNオプションの数は、マネージャで作成された数によって異なります。

CLIを使用したvManageコントローラへの接続とWAN SLAポリシー
の適用

CLIを使用して vManageコントローラに接続する
このタスクでは、CLIを使用して SDWANコントローラ（vManageコントローラ）を Cisco APICに接続する方法を示
します。

始める前に

vManageコントローラをすでに構成されています。詳細については、『ポリシー構成ガイド』の「Cisco ACIと Cisco

XE SD-WANルータを統合する」を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/
tsd-products-support-series-home.html

手順

vManageコントローラを接続します。
apic1# conf t
apic1(config)# integrations-group MyExtDevGroupClassic
apic1(config-integrations-group)# integrations-mgr External_Device Cisco/vManage
apic1(config-integrations-mgr)# device-address 172.31.209.198
apic1(config-integrations-mgr)# user admin
Password:
Retype password:
apic1(config-integrations-mgr)#

次のタスク

契約対象へのWAN SLAポリシーの適用

CLIを使用した契約対象へのWAN SLAポリシーの適用
このタスクは、CLIを使用して契約対象にWAN SLAポリシーを適用する方法を示しています。
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始める前に

まず、対象との契約を作成する必要があります。契約作成の詳細については、『CiscoAPIC基本構成ガイド』を参照し
てください。

事前構成されたWAN SLAポリシーに関連付ける契約は、テナント EPGと L3Outで定義された外部 EPGとの間
で関連付ける必要があります。

（注）

手順

契約対象にWAN SLAポリシーを適用します。

apic1# conf t
apic(config)# tenant tenant_1
apic(config)# contract contract_c1_1
apic(config)# subject subj_c1_1
apic(config)# access-group Filter_c1_1 both
apic(config)# set qos-class level1
apic(config)# set target-dscp CS2
apic(config)# sdwan-sla Voice

CLIを使用してWAN VPNをテナント VRFに一致させる
このタスクは、CLIを使用してWAN VPNをテナント VRFに一致させる方法を示しています。

手順

WAN VPNをテナント VRFに一致させる：

apic1# conf t
apic1(config)# tenant TENANT_1
apic1(config-tenant)# vrf context vrf1
apic1(config-tenant)# sdwan-vpn 1
apic1(config-tenant)# exit

次のタスク

REST APIを使用した vManageコントローラへの接続とWAN SLAポ
リシーの適用

REST APIを使用して vManageコントローラを接続する
このタスクでは、REST APIを使用して既存の SDWANコントローラ（vManageコントローラ）を Cisco APICに接続す
る方法を示します。
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POSTで connURIを使用して統合グループを設定し、GUIを使用して IPまたは FQDNを変更した場合、変更は
有効になりません。この問題を回避するには、connURIなしで POSTを使用します。

（注）

始める前に

vManageコントローラをすでに構成されています。詳細については、『ポリシー構成ガイド』の「Cisco ACIと Cisco

XE SD-WANルータを統合する」を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/sd-wan/
tsd-products-support-series-home.html

手順

SDWAN機能（connURIなし）を備えた外部デバイスマネージャとして vManageコントローラを指定しま
す。

POST https://<apic>/api/policydist/mo/uni.xml
<extdevGroupP name="MyExtDevGroupClassic" status="">
<extdevMgrP name="MyExtDevMgrClassic" deviceAddress="172.31.209.198" inventoryTrigSt="triggered"
status="" usr="admin" pwd="admin" srcDevType="uni/infra/devCont/devt-Cisco-vManage"/>
</extdevGroupP>

次のタスク

契約対象にWAN SLAポリシーを適用します（REST APIを使用した契約対象へのWAN SLAポリシーの適用（9ペー
ジ）を参照）。

REST APIを使用した契約対象へのWAN SLAポリシーの適用
このタスクでは、WAN SLAポリシーを契約の対象に関連付ける方法を示します。

事前構成されたWAN SLAポリシーに関連付ける契約は、テナント EPGと L3Outで定義された外部 EPGとの間
で関連付ける必要があります。

（注）

始める前に

まず、対象との契約を作成する必要があります。契約作成の詳細については、『CiscoAPIC基本構成ガイド』を参照し
てください。

手順

テナント EPGと L3Outの間にある契約のサブジェクトからWAN SLAポリシーに関係を追加します。
POST https://<apic>/api/node/mo/.xml
<polUni>
<fvTenant dn="uni/tn-coke1" name="TENANT_1" >

<vzFilter name="Filter_c1_1" >
<vzEntry etherT="ip" name="filter_c1_1" />

</vzFilter>
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<vzBrCP intent="install" name="contract_c1_1">
<vzSubj name="subj_c1_1" prio="level1" targetDscp="CS2">

<vzRsSubjFiltAtt action="permit" tnVzFilterName="Filter_c1_1" />
<vzRsSdwanPol tDn="uni/tn-common/sdwanpolcont/sdwanslapol-Voice" />

</vzSubj>
</vzBrCP>

</fvTenant>
</polUni>

REST APIを使用してWAN VPNをテナント VRFを一致させる
このセクションでは、WANVPNをテナントVRFに一致させる方法と、REST APIを使用して一致を削除する方法を示
します。

手順

ステップ 1 WAN VPNをテナント VRFに一致させるには:
POST https://<apic>/api/node/mo/.xml
<polUni>

<fvTenant annotation="" descr="" dn="uni/tn-TENANT_1" name="TENANT_1" nameAlias="" ownerKey=""
ownerTag="">

<fvCtx annotation="" bdEnforcedEnable="no" descr="" ipDataPlaneLearning="enabled"
knwMcastAct="permit" name="vrf1" nameAlias="" ownerKey="" ownerTag="" pcEnfDir="ingress"
pcEnfPref="enforced">

<fvRsCtxToSDWanVpn annotation="" tDn="uni/tn-common/sdwanvpncont/sdwanvpnentry-1" />
</fvCtx>

</fvTenant>
</polUni>

ステップ 2 テナント VRFに一致するWAN VPNを削除するには、次の手順を実行します。
POST https://<apic>/api/node/mo/.xml
<polUni>

<fvTenant annotation="" descr="" dn="uni/tn-TENANT_1" name="TENANT_1" nameAlias="" ownerKey=""
ownerTag="">

<fvCtx annotation="" bdEnforcedEnable="no" descr="" ipDataPlaneLearning="enabled"
knwMcastAct="permit" name="vrf1" nameAlias="" ownerKey="" ownerTag="" pcEnfDir="ingress"
pcEnfPref="enforced">

<fvRsCtxToSDWanVpn annotation="" tDn="uni/tn-common/sdwanvpncont/sdwanvpnentry-1"
status="deleted"/>

</fvCtx>
</fvTenant>

</polUni>

vManageコントローラ登録の削除

Cisco APIC GUIを使用した vManageコントローラ登録の削除
このタスクでは、Cisco APICから SDWANコントローラ（vManageコントローラ）の登録を削除する方法について説
明します。
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vManageコントローラが Cisco APICに登録されると、Cisco ACI内からコンジットが作成されます。登録が削除
されると、そのチャネルは切断されます。

（注）

始める前に

切断する Cisco APICに vManageコントローラを接続しました。

手順

ステップ 1 メニューバーで、[統合（Integrations）] > Integration_group_nameを選択します。

作業ウィンドウに [統合グループ（Integration Groups）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ナビゲーションペインから、[Integration_group_name] > [vManage] > [vManage_controller_name]を示す
ノードを展開します。

ステップ 3 vManage_controller_nameを右クリックし、[削除（Delete）]を選択します。

[削除（Delete）]ダイアログが表示されます。

ステップ 4 [はい（Yes）]をクリックします。

vManageコントローラが切断されました。

Cisco APIC CLIを使用する vManageコントローラ登録の削除
このタスクでは、CiscoAPICからSDWANコントローラ（vManageコントローラ）登録を削除する方法を説明します。

vManageコントローラがCisco APICに登録されていると、コンジットはCisco ACI内から作成されます。登録が
削除されると、チャネルが切断されます。

（注）

始める前に

Cisco APICから切断する vManageコントローラを接続しました。

手順

Cisco APICから vManageコントローラを切断します。

apic1# conf t
apic1(config)# integrations-group MyExtDevGroup
apic1(config-integrations-group)# show running-config
# Command: show running-config integrations-group MyExtDevGroup
# Time: Thu Feb 14 13:35:44 2019
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integrations-group MyExtDevGroup
integrations-mgr External_Device Cisco/vManage
device-address 172.31.209.198
# user admin
exit

exit
apic1(config-integrations-group)# no integrations-mgr External_Device

REST APIを使用して vManageコントローラ登録を削除する
このタスクでは、CiscoAPICからSDWANコントローラ（vManageコントローラ）登録を削除する方法を説明します。

vManageコントローラが Cisco APICに登録されると、Cisco ACI内からコンジットが作成されます。登録が削除
されると、そのチャネルは切断されます。

（注）

始める前に

切断する Cisco APICに vManageコントローラを接続しました。

手順

vMangeコントローラの登録を削除するには、次の手順を実行します。
POST: https://<mgmt0_IP>/api/policydist/mo/uni.xml
<extdevGroupP name="MyExtDevGroup">
<extdevMgrP deviceAddress="<mgmt0_IP>" name="External_Device" status='deleted'/>
</extdevGroupP>
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